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研究 ノー ト

リンパ浮腫患者 に関する看護研究の

実態 と今後 の展望

大久保恵子1)、横井　和美2)、奥津　文子2)

1)滋賀県立大学大学院　人間看護研究科 ・人間看護学専攻修士課程

2)滋賀県立大学人間看護学部

背景　 リンパ浮腫 は、適切 なケ アを継続 しなければ、 四肢の腫大 によ り可動制 限が生ず るだ けでな く、

ボディーイメー ジも損 ない、 身体面 にも精神的 に も大 きな問題 を引 き起 こす疾 患であ る。 リンパ浮腫 ケ

アを担 う看護 師は、 リンパ浮腫ケ ア技術、 セルフケア指導、 リンパ浮腫専 門外 来設立 ・運営 に力 を注 ぐ

ようになってきた。 しか し、 リンパ浮腫 に関す る看護 研究 は緒 にっ いたばか りであ る。

目的　 リンパ浮腫患者 への看護 に関す る先行研究 の検 討を行 い、実態 を把握 し、今後 の研究 の在 り方 を

検討 した。

方法　検 索可能 な1982年 か ら現 時点 までの 「リンパ 浮腫」and「 看護」 に関 す る文献 を医学 中央雑誌

(web版version　 5)デ ー タベ ースにて検索 した。抽 出で きた文献 を検討 し、 リンパ浮腫 看護 ケアにっい

て分析 した。

結果　 1)検 索で きた文献 は628件 であ った。文献数 は、 リンパ浮腫指導 管理料 の制定 時期で ある2008

年前後 か ら急激 に増加 してい た。2)基 礎疾患別 の リンパ浮 腫看護研究件 数 は、婦人 科がん:38.2%・

乳がん:59.3%と 文献数の割合が圧倒 的に多 く、 前立腺がん は2.5%と 非常 に少なか った。　 3)テ ーマ ・

シソー ラスによ り研究 内容 を10に 分類 す ることが で きた。 その中で、「身体 症状 ケア」 に関す る内容 が

最 も多 く、 「指導管理料 ・入院 システム ・ク リニカルパ ス」 や 「入院 ・外来 での複合 的理 学療法」、 「発

症時期 ・患者 の実態 調査」、 「患者 の想 い ・QOL」 、 「看護職者 へ の教育 関連」 に関す る内容の研究 は量

的 に少 な く、統一 した見 解がなか った。

結論　 1)リ ンパ浮腫 看護研究 は、2008年 前後 よ り、関心が急激 に高 ま り始 め た分野で あ り、 リンパ浮

腫治療施策 に大 きな影 響を受 けて いる。2)特 に リンパ浮腫 に対す る 「身体症状 ケア」研究 は盛 んで、

今後 も増加 す ることが予測 され る。3)未 開拓 分野の中で重要 な位置付 けにあ るもの と しては、 リンパ

浮腫患 者の心理 ・社会面 の問題 に対 す る支援 やQOLに 関す る研 究が挙 げ られ る。4)よ り良 い リンパ

浮腫看 護実践 のため に、 リンパ浮腫患 者 の身体 面 に加 え、心理 ・社会面 に着 目 し、QOL向 上 に向け た

看護研究 を充実 させてい く必要が ある。
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　 リンパ浮腫 とは、 リンパ管の機能不全によって生ずる

浮腫の総称で、我が国においては、悪性腫瘍摘出に伴 う

リンパ郭清が原因であるケースが大半 を占める。 また、

適切なケアを継続 しなければ、四肢の腫大により可動制

限が生ずるだけでなく、ボディーイメージも損ない、身

体的にも精神的にも大 きな問題を引き起 こす疾患で もあ

る1)。

　2008年 度の診療報酬の改定によりリンパ浮腫指導管理

料算定が採択され、全国の病院での リンパ浮腫標準治療

化に向けた整備が開始 された2)。それに伴い、 リンパ浮

腫指導の中心的役割を担 う看護師は、 リンパ浮腫 ケアの
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技術の取得 ・セルフケア指導 ・リンパ浮腫外来設立 と運

営 に関する活動に力を注 ぐようになってきた。 しか し、

リンパ浮腫ケアの看護の視点での検討 はまだ始まったば

かりである。

　 リンパ浮腫患者への看護の質の向上 に向けてどのよう

な研究が必要であるかを検討するためには、まず リンパ

浮腫患者への看護に関する先行研究を概観することが必

要である。そこで本研究では、医学中央雑誌で検索可能

な時期である、1982年 から現時点までの リンパ浮腫看護

研究を調査 ・検討 した。

H.研 究方 法

1)医 学中央雑誌(web版version　 5)を 使用 し、検索

可能 な範囲(1982-2011年)か ら 「リンパ浮腫」 と

「看護」or「 婦人科がん」or「 乳がん」or「 前立腺が

ん」の組み合せで文献検索を行 った。なお、上記に挙

げた3っ の疾患は、 リンパ浮腫基礎疾患 として上位を

占めることか ら検索Keywordsと した。

2)検 索 した文献 を、発行年 ・論文の種類(原 著論文 ・

その他 に分類)と 基礎疾患 により分類 し、検討 した。

3)1)の 検索結果を文献 のテーマ ・シソーラスか ら内

容 ごとに帰納的に分類 ・検討 し、 リンパ浮腫看護研究

内容からみえる今後の研究課題を展望 した。

皿.結 　果

1)検 索を行 った「リンパ浮腫」の年代別総論文数 と原著

論文数の推移について

　　1980年 代は、看護師による論文はみとめ られなかっ

たが、医師による文献が看護系雑誌で検索できた。医

師である廣田氏 は、1985年 、看護師に向けて リンパ

浮腫に関す る文献 「患者管理のポイント。静脈性およ

　び リンパ性浮腫」を最初に発信 した3)。廣田氏 に引き

続 く看護師によるリンパ浮腫の研究論文は、1980年 代

　には発表されておらず、看護師の リンパ浮腫に関する

関心が低かったことが想像できる。1990年 代半ばより、

　リンパ浮腫ケアについての看護文献が出現 し始あた。

　リンパ浮腫に対するマネジメントやターミナル期のリ

　ンパ浮腫患者のケアの事例報告など、看護師による論

文発表が数件みとめ られた。

　　2000年 代に入 ると、症例報告だけでなく、がんに伴

　う0っ の症状 として リンパ浮腫をとらえ、 リンパ浮腫

　ケアについて考えている文献 ・解説が現れた。 リンパ

浮腫に関す る看護研究は2008年 以降で377件 ヒットし

　てお り、文献総数の60%を 占めている(図1)。

　　また、総文献数に占める原著論文の割合は、総文献

628件 に対 して75件(12%)と 非常に少ない。 また、

　総文献数がここ数年で急上昇 しているのに対 し、原著

論文数の著 しい増加は見 られない。

2)基 礎疾患別 リンパ浮腫文献件数

　　基礎疾患別(婦 人科がん ・乳がん ・前立腺がん)リ

　ンパ浮腫看護研究の件数結果と して は、婦人科がん

　(38.2%)・ 乳がん(59.3%)の 文献件数の割合が圧倒

　的に多 く、前立腺がんの研究は2.5%と 非常に少なかっ

　た(図2)。

3)リ ンパ浮腫看護研究内容の分類 と研究の現状

(1)リ ンパ浮腫看護研究内容の分類

　　リンパ浮腫の研究内容 は、研究テーマ ・シソーラス

　か ら帰納的に10に分類できた。

　　文献件数内訳では、①身体症状ケアの研究が41.1%

　(258件)と 圧倒的に多 く、 リンパ ドレナージの有効性

　に関する研究が盛んに行われていた4)・5)。そして次に

　件数の多い②セルフケア指導16.1%(101件)を 合わ

　せ ると全体の半数以上を占めていた。その他の内容は

　すべて10%以 下であり、特に③入院 ・外来における複

図1　 「リンパ浮腫」and「 看護」の文献件数の推移
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図2　 リンパ浮腫研究数～基礎疾患別～

合 的 理 学 療 法:5.7%(36件)、 ⑦ 管 理 指 加 算 ・入 院 シ

ス テ ム ・ク リニ カ ル パ ス:1.1%(7件)、 ⑧ 発 症 の 時

期 ・患 者 の 行 動 の実 態 調 査:2.2%(14件)、 ⑨ 患 者 の

想い ・QOL:5.7%(36件)、 ⑩看護職者への教育関連:

4.3%(27件)と 少 な く、統一 した見解がなか った

　(図3,表1)。

　　研究内容 ごとの年次推移では、①身体症状ケア以外

　の研究 はここ最近研究が始 まったばかりであること、

　そ してどの内容 も2004以 降に研究が集中 していること

　が分か った。

(2)内 容別研究 の現状

　①身体症状 ケア;2003年 、 中請6)は 「リンパ浮腫の

　　ある患者への浮腫軽減の関わ り。内発的動機づけの

　　心理アプロ0チ よる展開を図って」を発表 している。

　　婦人科がん術後に放射線療法を受 けた重症 リンパ浮

　　腫患者1例 に対する質的研究であり、患者 とケア計

　　画を立て内的動機づけを行 うことで、 リンパ浮腫を

　　受け入れ、自己管理 に対す る考え方が好転 し、治療

　　効果が上が ったことを報告 している。 リンパ浮腫患

　　者の内なる変化をもたらすためには、患者の受容段

表1　 リンパ浮腫 ・看護の年代別文献件数の割合(n=628)

①身体症状ケア

②セルフケア指導

③入院 ・外来における複合的
　理学療法

④病態生理 ・合併症

⑤診断治療 ・リンパ浮腫評価

⑥ 外来 、 ソー シ ャル サ ポ ー ト

⑦管理 指加 算 ・入 院 シス テ ム ・

　 ク リニ カル パ ス

⑧発症の時、患者の行動の実
　態調査

⑨患者の想い ・QOL

⑩看護職者への教育関連

1990年 以 前

1

0

0

0

1

0

0

1

0

0

1991～2000年

4

1

0

0

1

0

0

0

0

1

2001～2003年

29

5

1

0

8

1

0

0

0

1

2004～2006年

53

14

22

20

15

0

1

3

5

3

2007～2009年

122

57

9

16

18

16

3

7

25

0

2010年 以 降

49

24

0

17

9

18

3

3

6

13

合計文献数

258

101

36

53

52

11

7

14

36

27

図3　 「リンパ浮腫」and「 看護」研究内容の分類と件数内訳
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　階を理解すること、個々の背景を十分理解 した上で

　方法 をともに考えること、個々のペースに合わせ、

　絶えず支え続ける姿勢で対応することが必要である

　と述べてお り、 リンパ浮腫に対する継続的援助の必

　要性をこの時期より示唆 している。 リンパ浮腫患者

　の支援を行うにあたり、中請が示唆 しているように

　"内なる変化"を もたらすための援助は、慢性的な経

　過を辿 る一疾患でもあるリンパ浮腫ケアのキーポイ

　 ントである。

　　また、同 じ年、安倍 ら7)により、「ペプロウの発

　達モデルを活用 したス リーブが着脱で きない患者へ

　の取 り組み　上肢 リンパ浮腫の軽減に向けて」が発

　表された。この研究も質的研究であり、術後 リンパ

　浮腫が発症 している患者にス リーブ着用の指導を行

　 う中で、ペプロウの発達モデルを活用 し、患者の言

　動を分析 した事例にっいて報告 している。 この報告

　によると、「同一化の段階」・では、患者の考えや悩

　み、努力 していることなどを傾聴 し、共感的態度で

　接 し、患者との信頼関係が作れるように努め、「開

　拓利用の段階」で、それまで築いた信頼関係を もと

　に具体的な指導をすることで、患者のセルフケアの

　自立へっなげられた。そして、「問題解決の段階」に

　至 り、セルフケアの自立か ら身体面苦痛が軽減され、

　患者のQOL向 上へ とっながったと している。患者

　の思いに寄 り添 ったケア探求の報告 として、中請同

　様重要 な研究内容である。

　　また、 リンパ浮腫 ケアプログラム開発 としては、

　井沢8)が2006年 に質的研究を行っている。乳がん術

　後に起きる上肢の リンパ浮腫 に対 し、複合的理学療

　法の内容をもとに、IASMモ デルを概念枠組みとし

　たナーシング リンパ ドレナージプログラムを開発 し

　た。患者5名 にこのプログラムを使用 し、「知識 ・

　技術 ・看護サポー ト」を提供 した結果、開発された

　プログラムは、複合的理学療法に加え看護の要素を

　組み込んだことによって患者の症状マネジメント能

　力を高めたと報告 している。 しか し、対象の人数が

　少数であり、十分に普遍性が得 られていない点、プ

　 ログラム開発にあたってQOLやADLと の関連性が

　明確に示されていない点、 また、その後のプログラ

　 ム活用にあたっての有効性の検討は十分になされて

　いない点に課題が残る。井沢は、セルフケア能力を

　高めていく上で、 リンパ ドレナージの技術提供 ・セ

　ルフケア指導 は、看護師でな くて も可能であるが、

　術前か ら関わりのある看護師が リンパ浮腫に伴 う身

　体 ・心理面の問題 に対 しサポー トすることが重要で

　あると主張 している。

②セルフケア ・指導;2005年 ごろより、 リンパ浮腫指

　導管理料算定に基づく指導内容に関する研究が始まっ
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　た。現在では、 リンパ浮腫指導の普及が始まり5年

　を過ぎようとしていることより、指導後の評価 とい

　 う段階の研究 も増え始めている9)1°)。

③入院 ・外来での複合的理学療法;複 合的理学療法に

　ついては、症例報告が2000年 代より理学療法士より

　なされている。また、2000年 代初期までは看護ケア

　の探究的研究が多か ったが、診療報酬改正後の2008

　年前後からは、 リンパ浮腫に対する複合的理学療法

　を学んだ看護師による複合的理学療法の効果をテー

　 マとした文献 もみ られるようになった11)12)。

④解剖 ・病態生理 ・成因、合併症;2008年 の リンパ浮

　腫指導管理料の制定前の2004年 より、 リンパ浮腫に

　関す る病態生理に関する文献が出現 し始めている。

　投稿されている文献は、医師や リンパ ドレナージセ

　 ラピス ト・がん看護認定看護師 ・がん看護専門看護

　師による リンパ浮腫指導やケアを行 うための基礎的

　 な知識 ・技術に関する解説が中心であった13)。

⑤診断 ・治療;1990年 代は、外科的治療についての文

　献 もみられたが、2000年 に入 り、看護師 ・理学療法

　士中心に行 う保存的治療にっいての解説文献が多く

　の看護系雑誌に掲載されている。セラピス ト・がん

　看護専門看護師によるものは、診断や治療について

　の解説だけでな く、看護師独自の重症度評価(血 流

　やエコー所見)を 行 うための診断技術の開発に関す

　 る実験研究も2004年 以降にみ られるようになってき

　 た4)。

⑥外来、 ソーシャルサポー ト;外 来での リンパ浮腫看

　護についての関心は、2000年 初期よりリンパ浮腫外

　来設立のための研究 として現れた。また、2006年 以

　降、 リンパ浮腫外来設立後の看護師の役割 ・運営 ・

　 外来設立後 の現状 に関す る文献 が出現 し始めて

　 いる14)。

　　 ソーシャルサポー トとしては、看護師だけでなく、

　医師 ・理学療法士 と地域を結んでの看護の提供に関

　する文献が リンパ浮腫指導の普及に続 き出現 し始め

　ている。

⑦管理加算 ・入院 システム ・リンパ浮腫 クリニカルパ

　 ス;こ れらの領域にっいては、2004年 以降に出現 し

　ている。合併症に罹患 しない限 り、 リンパ浮腫に関

　する教育入院 ・治療入院は自費診療 となるため、全

　体か らみても文献数が非常に少ないのが現状である。

　近年の状況としては、 リンパ浮腫治療に非常 に力を

　入れ取 り組んでいる一部の地域では、地域内多施設

　問での リンパ浮腫保存的治療標準化にむけて、 クリ

　 ニカルパス開発 ・活用に関する研究 も発表されてい

　 る15)。

⑧発症時期、実態調査;発 症時期に関する実態にっい

　ては、1996年 に加藤氏が乳がん術後の リンパ浮腫発
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　症時期にっいて研究を行い、乳癌術後患者の41%が

　術後6か 月以内に、32%が 術後6か 月から3年 以内

　に、9%は 術後10年 以上経過 したのちに発症 してい

　 ると発表 した。また、2006年 、日本乳がん学会の研

　究班16)が51施設 ・1379例を解析 して リンパ浮腫の発

　症時期 を明 らかにしている。患者の平均年齢は、

　 57.9歳(26～88歳)、BMIが23.4(8.4～39.8)で 、

　利 き腕が患側だった患者 は1.7%、 術式では乳房温

　存術の施行が50.3%、 腋窩郭清を行 った患者は84.9

　 %を 占めた。術後の期間は平均で4.2年(0～53.3

　年)と 報告 しており、現状では、術後半数以上の人

　が リンパ浮腫を発症 していることを明らかにしてい

　 る。婦人科がん ・前立腺がんにっいては、多施設問

　の実態調査は現時点では行われていない。

⑨患者の想い ・QOL;2004年 、 リンパ浮腫発症後の

　患者の声 ・日常生活の困難さにっいての特集が看護

　系雑誌に組まれた。それ以降 リンパ浮腫患者の身体

　面の治療だけでなく、心理 ・社会面からリンパ浮腫

　患者の看護を提供す る必要性にっいて示唆 している

　文献が多 くなり始めた。2007年 、作田 ら17)が『乳が

　ん術後 リンパ浮腫を発症 した患者のQOL評 価』 に

　っいて量的研究を発表 している。 リンパ浮腫進行度

　 II期の患者にQOL評 価 としてSF-36QOL評 価表を用

　 いて記述式アンケー ト調査を行 った結果、国民標準

　値と比較すると著 しく低か ったことが報告されてい

　 る。作田らは、患者個々が もっ身体面かっ心理 ・社

　会面 における苦痛を把握 し、QOL向 上 に向けた援

　助が必要であると述べている。

　　 また、同年に、増島18)は、『乳がん治療後 の リン

　パ浮腫が患者にもたらす苦悩』 にっいて発表 してい

　 る。研究結果 として、研究対象者11名 の結果より患

　者の リンパ浮腫 とともに生 きる上での苦悩について

　 の身体 ・心理 ・社会面を質的に明 らかにした。 リン

　パ浮腫患者の苦悩の現状 としては、患側上肢への負

　荷 とだるさの増強、健側上肢への負担、家事の制限、

　仕事継続への困難 ・断念、趣味の制限、諦めなが ら

　 も浮腫とともに生きることを苦痛に感 じていること、

　浮腫増強への恐怖、外観の受け入れがたさ ・女性 ら

　 しさの喪失感、浮腫発症に対する自責、保険適応外

　 によるリンパ浮腫治療の経済的負担、 リンパ浮腫に

　 対する周囲への理解不足、専門的支援者の欠乏など

　 が抽出された。増島氏は、 リンパ浮腫患者が患側上

　 肢をかばいながら生活する上で苦痛や困難さを生 じ

　 うる状況を、家族や周囲の人に理解が得 られるよう

　 に、患者自身が苦悩を表出しやすい環境作りをサポー

　 トす ることで リンパ浮腫患者の苦悩が緩和されるの

　 ではないかと述べているが、苦痛の緩和については

　 予測の段階であった。
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⑩看護職者への教育;看 護職者への教育の現状にっい

　ては、2000年 以降で研究が開始されていた。2009年

　 には、山城 ら19)が、『乳がん ・婦人科がん術後にお

　 けるリンパ浮腫予防指導介入を躊躇する要因。看護

　師のイ ンタビューを通 した質的分析か ら』の中で、

　躊躇する要因 として、A.知 識不足からくる指導に

　対する自信の無さ、根拠に基づいた指導ができない

　不安、B.指 導媒体が複数あり個人の指導力に任さ

　れていることによる統一されていない指導体制、C.

　予防指導が患者に与えるス トレスや患者の理解度を

　把握できていないことによる患者の反応に対する不

　安、の3っ を明 らかにしている。2010年 には、白石

　 ら2°)が『リンパ浮腫ケアへの取 り組みと課題』の中

　で、指導だけでなく、今後保険診療外であるリンパ

　浮腫ケアの実技にっいて も院内で学べるセ ミナーの

　開催や リンパ浮腫ケアに精通 した看護師を育成する

　認定制度も必要であることを示唆 していた。

IV.考 　 察

1)検 索を行った「リンパ浮腫」の年代別総論文数 と原著

　 論文数の推移

　 2008年 度の診療報酬改定によって、がん治療の リン
パ節郭清に伴 う続発性 リンパ浮腫に対 して、弾性着衣

や弾性包帯を用いた圧迫療法が保険適用 となったこと

に加え、 リンパ浮腫の発症抑止を目的 とした 「リンパ

浮腫指導管理料」が新たに設定された。ようや くリン
パ浮腫に標準治療を提供す るたあの整備が始まった時

期であり、 この頃より、看護師の関心が高まった。そ

れに伴い、各地で開催されるようになった リンパ浮腫

セ ミナーの受講や リンパ ドレナージセラピス ト資格取

得等が盛んになった。さらに、がん患者の リンパ浮腫

に対す る声の高まり2)がきっかけとなり、看護師の リ

　ンパ浮腫への関心が急増 し、毎年50～100件 の論文が

発表されるようになった。2010年 度診療報酬が再 び改

正され、 リンパ浮腫の重症化予防のため、 リンパ浮腫

指導管理料算定回数が2回 に増えた。短い期間で リン

パ浮腫指導管理料の算定回数が増やされた背景 には、

患者会の活動に加え、看護師 ・医師による リンパ浮腫

ケアや予防の必要性を訴える活動があった。2008年 前

後より著 しく研究が増加 しているのは、 この リンパ浮

腫治療施策に大 きな影響を受け、関心が集まったこと

　によると考えられる。また、 リンパ浮腫指導の浸透に

　より、 これまで顕在化 しにくかったリンパ浮腫患者が

表面化 して くる可能性が考えられる。今後、 リンパ浮

　腫患者の増加に伴 いセルフケア指導に関する研究はさ

　らに増加 してい くことが推測される。

　　総文献数がここ数年で急激に増加 しているのに対 し、
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活動報告や資料以外の原著論文の数は緩やかな増加に

留まっている。 リンパ浮腫ケア研究は近年始まったば

かりであり、今後、エビデ ンスの高い研究に向けてま

すます増えてい くことが予測される。

2)基 礎疾患別 リンパ浮腫文献数より

　 基礎疾患別 リンパ浮腫文献は、婦人科がん(38.2%)

　と乳がん(59.3%)に 関するものが圧倒的に多 く、前

立腺がん は2.5%と 非常に少ない結果であ った。 これ

　は、後藤学園付属 リンパ浮腫治療室にて2004年 実施 さ

れたリンパ浮腫患者来院者数の実態調査 における受診

率と同様の結果を示 している2)。前立腺患者の数は、

　日本における男性の悪性腫瘍の中でも上位に位置 して

いる2°)。それにも関わ らず、男性 リンパ浮腫患者の受

診率は低 く、研究 自体 も少ない。 この要因としては、

第1に 前立腺がんの好発年齢が65歳 以上であること、

第2に 高齢者男性は、美に関する意識 ・衣類の選択意

思が女性に比べ低 く、女性のように衣類面肌を露出す

るような衣装を着ることも少 ないため発見が遅れやす

いこと、などが想像 される21)。しか しなが ら、受診率

の低下を招 き、男性 リンパ浮腫患者の顕在化を抑制す

る明確な理由は、現在のところ明 らかではない。

　 乳がん ・婦人科がん術後 リンパ浮腫看護研究件数を

比較 してみると、乳がん術後 リンパ浮腫 に関する文献

が圧倒的に多い。 これは単純に罹患率の差だけでなく、

乳がん術後 リンパ浮腫が 日常 目にす る機会の多い上肢

に発症するため、早期発見 ・早期治療につなが り、患

者が顕在化 しやすいことから看護師の関心 も高まり研

究へと繋が っているのではないかと考えられる。

3)リ ンパ浮腫看護研究内容からみえる今後の研究課題

　　リンパ浮腫患者支援の軸 となる身体症状 ケアの研究

は著 しく増加 している。 この背景には、患者のそばに

寄 り添い、 リンパ浮腫の苦痛に対 し共に闘ってきた看

護師だか らこそ、 リンパ浮腫による身体面苦痛軽減の

たあのケアに関心を示 しているという状況があると考

えられる。

　　しか し、 リンパ浮腫を発症 している患者の多 くが、

乳房や女性生殖器を失 っていることを忘れてはならな

い1)・2)・18)。リンパ浮腫発症後の看護において、セクシャ

　リティの障害 も含めた心理面への援助が重要であるに

も関わ らず、患者の想 い ・QOLに 関する研究が全体

の約5%と 非常に少 ないのは問題である。患者の リン

パ浮腫による心理 ・社会面への影響を患者の立場から

理解す ることはリンパ浮腫看護に必要不可欠である。

より良いリンパ浮腫看護実践のために、 リンパ浮腫患

者の身体面 に加え、心理 ・社会面に着 目したQOL向

上に向けた看護研究を充実させていく必要がある。

大久保恵子

V.結 　語

1)リ ンパ浮腫看護研究 は、2008年 前後より、関心が急

激に高まり始めた分野であり、 リンパ浮腫治療施策に

大きな影響を受けている。

2)特 に リンパ浮腫に対する 「身体症状ケア」研究は盛

んで、今後も増加す ることが予測される。

3)未 開拓分野の中で重要な位置付けにあるものとして

は、 リンパ浮腫患者の心理 ・社会面の問題 に対する支

援やQOLに 関する研究が挙げられる。

4)よ り良い リンパ浮腫看護実践のために、 リンパ浮腫

患者 の身体面 に加え、心理 ・社会面 に着 目し、QOL

向上 に向けた看護研究を充実 させてい く必要がある。
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